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広 報

社長ご挨拶

社員各位をはじめご家族の皆様方におかれましては平素から社業に対する深いご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

今年度下期がスタートしました。まず、上期は大変厳しい状況であったことをご報告致します。その背景には色々な事柄が考えられますが、やはり燃料費や建設・

建築資材等の高騰による着工（工事）の遅れが大きかったように思われます。幸いにも下期に入って後は例年並みの動きが見られるようになりました。これからの半

年間を如何に効率よく動くか、巻き返しは容易ではありませんがしっかりと考動して参ります。

今年度の「基本方針・事業計画」の中で“知的財産戦略”に触れています。現在、これまでに蓄積して来た特許やノウハウを大学や大手ゼネコンなどに紹介する動

きを始めています。

ご周知のとおり、弊社リサイクル事業部は広島県内に於いては歴史と相応の知名度を持つ部門です。主なリサイクル製品は「下層路盤材（RC）」と呼ばれる土木材

料ですが、これは「道路工事」に使用されるものであり、工事が無くなれば販路を失います。一方、都市に林立する高層ビルの解体需要は増加傾向にあります。搬入

と搬出のバランスが著しく崩れるのは明らかであり、現実問題として、東京都心部等では旺盛な解体需要があってもリサイクル材の販路が無いという問題が顕在化し

つつあり、有効な解決策が見出せない状況に陥っています。広島都市圏でも同様な経緯を辿る可能性があります。そこで注力しているのが“RCに代わる用途開発とそ

の販路の確立”です。産業廃棄物を取り巻く様々な法律や規制、再生材の普及に避けては通れないJIS適合製品の開発など、様々な課題がありますが、時間を要してで

も実現させなければと考えています。

今年も残り3ヶ月間を切りました。五十路を過ぎると時間の経過が非常に早く感じます。一日一日を大切にしなければと思う今日この頃です。

朝夕の気温差が大きくなって参りました。社員各位をはじめ、ご家族の皆様方におかれましては風邪などを召されませんよう健康には十分ご留意下さいますようお

願い申し上げます。

年末年始もすぐそこです。良い一年を締め括るための大切な3ヶ月間です。

代表取締役社長 小田原 卓哉

不 動 産 情 報



＊本堤の施工中ですが急傾斜で狭く悪条件で

の作業になりますが、無事故で終わる様気を

配って行っていきます。

＊新たな堰堤工事が8月末より始まりました。ご協力をお願いします。

* 皆さまには ご不便、ご迷惑をお掛けしますがご理解とご協力

をお願い致します。

完成した現場や現在作業中の現場

を紹介します。
工 事 案 内

*  堀之谷川 砂防激甚災害対策特別緊急工事 *

*  椎川支川 砂防激甚災害対策特別緊急工事（2工区） *

*  一般県道 瀬野呉線 道路改良工事 *

＊現在、町道深原線への接続

部分の施工を行っており、新

たな道路位置がわかるように

なりました。

これから橋台へ接続する為の

施工を行っていきます。

*  三谷川 砂防激甚災害対策特別緊急工事 *

＊河川箇所の施工が完了し、本堤箇所の掘削が始まりました。

河川の施工中は急な雨に苦労しましたが、今では何だったのかと思うほどに

水が無い状況が続いています。

堰堤施工場所

*  熊野川支川１ 砂防激甚災害対策特別緊急工事 *

＊堰堤が完成しました。

これから流路工と管理用

道路の施工を行っていき

ます。

場内が狭いため作業ス

ペース確保に工夫が必要

になります。

熊野川支川１

*  町道深原公園線（R5）道路改良工事 *

＊町工事で以前施工した橋台

付近の工事もはじまります。

ご迷惑をお掛けするかもしれ

ませんがご協力をお願いいた

します。


